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「
公
式
謝
罪
」と「
自
治
法
92
条
の
２
を
念
頭
に
・・・
」

　
議
員
が
ら
み
の
２
つ
の
疑
惑
に
一
応
の
決
着

リ
ハ
ビ
リ
病
院
計
画

ム
ダ
づ
か
い
に
監
視
の
目
を

　
市
の
仕
事
を
受
注
す
る
に
あ
た

っ
て
議
員
の
関
与
が
問
題
に
な
っ

た
、「
公
園
清
掃
業
務
」と
街
路
樹

な
ど
の
せ
ん
定
し
た
枝
を
細
か
く

砕
い
て
土
に
戻
す
「
樹
木
資
源
化

実
験
事
業
」
に
つ
い
て
、
特
別
委

員
会
と
常
任
委
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
、「
道

義
的
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
為

で
あ
り
、
議
員
の
良
識
を
問
わ
れ

る･･･

」
と
報
告
書
で
指
摘
さ
れ

た
門
田
正
則
議
員
が
別
項
の
「
謝

罪
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
「
樹
木
資
源
化
実

験
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
市
民
環

境
経
済
常
任
委
員
会
か
ら
、
今
後

市
は
議
員
の
親

族
が
役
員
と
な

っ
て
い
る
法
人

と
の
契
約
に
当

た
っ
て
は
「
地

方
自
治
法
第
92
条
の
２
（
議
員
が

自
治
体
の
発
注
す
る
仕
事
の
受
注

に
関
与
す
る
こ
と
を
制
限
）
の
趣

旨
を
充
分
に
念
頭
に
い
れ
る
べ
き

･･･

」
と
報
告
さ
れ
、「
市
の
側
に

不
注
意
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
暗
に

指
摘
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
請
け
負
っ
た
株
式
会

社
ジ
ャ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
は
佐
原
正

幸
議
員
が
「
実
質
の
オ
ー
ナ
ー
」

と
し
て
疑
惑
が
持
た
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

保育所入所
待機者の推移

2001年4月　16人

2002年4月　46人

2003年4月 169人

2004年4月 199人

　　 12月 408人

マ
ン
シ
ョ
ン
に
補
助
金
？

  

必
要
な
ら

 

「
買
取
」
が
明
朗
で
す

一
日
も
早
い
、

生
活
保
護
の
開
始
を

リ
ハ
ビ
リ
病
院
計
画

リ
ハ
ビ
リ
病
院
計
画

　
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
基

本
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
セ
ン

タ
ー
前
の
用
地
（
約
２
万
㎡
）
に
地
上
４

階
建
、
病
床
数
２
百
床
の
施
設
計
画
で
す
。

市
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
整
備

し
、
民
間
法
人
等
の
指
定
管
理
者
が
病
院

運
営
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
計
画
が
進
む
中
で
、
軟
弱

な
用
地
（
谷
津
田
）
を
選
定
し
た
こ
と
で

の
建
設
費
増
や
建
物
へ
の
被
害
の
問
題
、

他
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
運
営
費
に
つ
い
て
、
療

養
型
病
床
の
設
置
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も

外
来
の
受
入
、
病
院
の
理
念
や
憲
章
を
定

め
る
こ
と
等
を
質
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
市
か
ら
、
軟
弱
地
盤
で
あ

る
の
で
、
地
盤
改
良
整
備
が
必
要
、
用
地

に
つ
い
て
の
費
用
対
効
果
は
検
証
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
東
葛
南
部
医
療

圏
の
範
囲
と
す
る
。
運
営
の
独
立
採
算
制

を
図
る
。
療
養
型
病
床
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
病
院

で
あ
る
の
で
、
維
持
期
療
養
型
は
行
わ
な

い
。
外
来
に
つ
い
て
は
退
院
患
者
と
紹
介

患
者
の
受
入
を
考
え
て
い
る
。
病
院
の
基

本
理
念
や
診
療
方
針
は
公
表
し
て
い
く
。

等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
病
院
建
設
が
始
ま
り
、

平
成
20
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
と
な
る
予
定

で
す
。

〔表の見方〕　○＝可決または採択　×＝否決または不採択　△＝継続審議

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

× △ △ 　 △ × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ × × × × ×

× ○ ○ ○ × × × × ×

× ○ ○ ○ ○ × × × ×

× ○ ○ ○ × × × × ×

＜2004年12月議会＞

条例案・意見書・陳情に対する

各会派の態度は

各老人福祉センター及び光風みどり園
の指定管理者の指定について

船橋市政治倫理条例

地震等の自然災害被災者への個人補償
拡充等に関する意見書

緊急地域雇用創出特別交付金制度の継
続に関する意見書

定率減税廃止反対に関する意見書

イラク・ファルージャにおける無差別攻
撃への抗議に関する決議

原子力発電所の安全点検の意見書提出
に関する陳情（可否同数で議長裁決）

教育予算増額等に関する請願

維
新
の
会

結
　
果

日
本
共
産
党

公

明

党

新

　
　
風

緑

清

会

ネ
ッ
ト

市
民
社
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
・

市

清

会

△
×
4
1

謝　罪
　緑台中央公園及び緑台西公園にかかる清掃業務委託に
関し、私の認識が甘く、結果的に市民及び議会にご迷惑
をおかけしたことを、深く反省しております。
　また、100条調査特別委員会まで設置して、調査の手
を煩わしたことについても、大変申しわけなく存じます。
　今後、議員としての職責と立揚を十分認識し、二度と
このようなことのないよう自戒し、ここに謝罪いたします。

門 田 正 則

船橋市議会議長　小 石  洋 様
　平成16年12月22日

「
公
共
空
間
」
は

　
　
　 

買
い
取
り
で

足
り
な
い
！

　 
保
育
園
の
増
設
を

　
船
橋
市
内
の
保
育
所
不
足
は
大

変
深
刻
な
問
題
で
、
昨
年
の
12
月

時
点
で
入
所
で
き
ず
に
待
機
し
て

い
る
児
童
は
４
０
８
人
に
上
り
ま

す
。
昨
年
、
一
昨
年
に
２
園
ず
つ

増
設
し
ま
し
た
が
、
待
機
者
は
増

え
る
一
方
で
す
。(

表
参
照)

　
さ
ら
に
多
く
の
保
育
所
は
入
所

定
員
数
の
25
％
増
し
の
児
童
を
受

け
入
れ
、
そ
の
数
は
１
０
０
０
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
、
藤
原
に
50
人
定
員
の

私
立
園
が
１
園
開
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
積
極
的
な

保
育
所
の
増
設
は
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
あ
り
、
待
機
児
解
消
の
た

め
の
必
要
数
を
不
足
す
る
地
域
へ

整
備
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
は
西
船
・
行
田
、
中
山
、
本

町
、
夏
見
、
二
宮
・
飯
山
満
な
ど

の
地
区
で
の
拡
大
が
必
要
で
対
応

を
考
え
る
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

「
需
要
予
測
は
困
難
」と
待
機
児
解

消
の
立
場
に
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
議
会
、
市
長
は｢

次
代
を
担

う
子
ど
も
達
が
誇
り
を
も
て
る
船

橋
市
を
築
く｣

と
市
長
選
へ
の
出

馬
表
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
深
刻

な
待
機
児
問
題
の
解
決
を
棚
上
げ

し
て
は
、
表
明
と
は
逆
に
子
ど
も

を
育
て
づ
ら
い
ま
ち
に
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
本
町
一
丁
目
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

交
差
点
の
北
西
角
に
再
開
発
ビ
ル

を
建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
計
画
に
総
事
業
費
54
億

の
17
％
、
９
億
２
２
０
０
万
円
の

補
助
金
が
支
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
ビ
ル
は
５
階
か
ら
22
階
ま
で
、

77
％
以
上
が
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
だ

と
い
う
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
に
補
助
金
を
出
す
理

由
が
、
交
差
点
を
取
り
巻
い
た
空

間
を
公
開
空
地
と
し
て
確
保
す
る

こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
公
開
空
地
で
も
法
律

上
は
建
物
の
区
分
所
有
者
の
共
有

部
分
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
土
地
を
市
が
買
い
取
っ
た

場
合
の
価
格
は
「
補
助
金
と
ほ
ぼ

同
額
」
だ
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た

が
、
だ
と
す
れ
ば
「
公
共
用
地
」

と
し
て
市
が
買
い
取
る
の
が
当
然

で
す
。

　
現
在
、
船
橋
市
に
生
活
保
護
を

申
請
し
た
場
合
、
保
護
開
始
ま
で
、

平
均
21
日
間
。
こ
れ
は
、
生
活
保

護
法
で
定
め
ら
れ
た
14
日
間
を
大

幅
に
超
過
し
、
す
で
に
生
活
に
困

窮
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、
保
護

開
始
ま
で
ど
う
や
っ
て
生
活
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
船
橋
市
は
、
現
在
の
事
務
取
扱

に
つ
い
て
「
県
の
監
査
で
は
、
良

好
」
と
、
問
題
が
な
い
か
の
よ
う

に
答
弁
を
し
て
い
ま
す
が
、
法
定

期
間
は
県
の
監
査
の
対
象
で
は
な

く
、
判
断
の
基
準
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
市
は
申
請
者
の
生
活
が
悪
化

し
て
い
る
事
実
に
基
づ
き
、
事
務

を
改
善
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
預
貯
金
な
ど
は
、
法
律
の
定
め

る
範
囲
で
あ
れ
ば
、
所
持
し
て
い

て
も
保
護
の
申
請
は
可
能
で
す
。

こ
う
し
た
理
由
で
申
請
を
あ
き
ら

め
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
日
本
共

産
党
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　当 初　　　今 回　　　増 減
市借入金総額　　　 　12289　13700　　1411
賃料収入見込額　　 　10756　　 8251　ー2505
市借入金返済期間 　 　　 18年　　 27年　　　9年

地方債返済総額214億円（平成16年12月現在）���

市
借
入
金
見
込
額

� 　当初　　今回�
H16　845　827�

H17　951　961�

H18　980　991�

H19　964　977�

H20　944　953�

　：　　：　　：

H39　　 2　114

H40　　 0　　85

※1 賃料収入は、見込額のため、
予定通りの収入が入らない場
合は市からの借入金が増える。
��

※2 地方債返済後に、市へ、借入
金の返済をおこなう。返済完
了見込みは、平成67年度。

船橋駅南口再開発事業

今
回
変

 

更
部
分

単位：百万円年度（平成）

単位：百万円

船橋駅南口再開発事業

本
文
は
表
面
へ
掲
載


